
喜多方の子どもたちの健やかな成長を願って
～体力・運動能力の向上、肥満の防止・解消～

令和２度喜多方市の肥満傾向出現率（２０％以上）の現状 ※参考として令和元度との比較

喜多方市の体力・運動能力テストの現状

令和２年度は、全国平均および福島県平均が公表されなかったため比較は出来ないが、喜多方市
の令和元年度と令和２年度での比較では、小学校では男女とも、全種目で前年の数値を下回った。

中学校では、男子は全種目で前年の数値を上回ったが、女子は、８種目中５種目で前年の数値を上
回った。

これだけは実践してほしい

１ 改訂 運動身体づくりプログラムの活用
https://center.fcs.ed.jp/wysiwyg/file/download/9/630 を開こう。
「改訂運動身体づくりプログラム」は現場の先生方からの要望に応えるため、実態に応じた指導の在り方や
教師の指導の在り方、自校化する際の留意点、マンネリ化に対応するための工夫等についてわかりやすくま
とめてあります。改訂版では、リズム感感、腕支持感覚、逆さ感覚、投感覚の育成を重視した作りになって
います。面白く楽しく運動する中で、動ける体が育成され、それを実感することで、自信につながります。

（解説書より）
体育の授業の導入等、ぜひ活用し、自校の体力テストの弱点に見合った運動を取り入れましょう。

２ 令和２年度体力向上推進計画の実践
令和元年度の「体力・運動能力調査」の結果を受けて、自校における令和２年度体力向上推進計画を各校で
立てました。ぜひ、全教職員で課題や取組内容を共有し、実践しましょう。
各校の授業での主な取組（授業の充実）
・体育、保健体育の授業における学習カードの活用 ・教材、教具の工夫（ラダーの導入）
・「自分手帳」の活用（目標を立て、本気で取り組む） ・「改訂運動身体づくりプログラム」の効果的な活用
・ サーキット・エアロビクストレーニングの導入

３ 肥満対策
（１）児童生徒の肥満傾向児出現率や食生活、生活習慣の課題を明確にする事が大切です。
（２）学校給食を「生きた教材」として活用し、給食指導を充実させましょう。
（３）肥満児童生徒の改善に向けた個別指導と保護者を含めた継続支援を、学級担任や養護教諭が連携しながら充実

させましょう。
（４）「自分手帳」を活用し、自分の健康状態の推移を把握させ肥満改善に向けた実践への意欲付け。

４ 家庭・地域への啓発
（１）新体力テストの結果や、肥満の傾向や実態問題解決のための体力向上推進計画や改善の状況を、家庭や地域に

発信しましょう。（保護者会・ホームページ・学校だより等）
（２）各中学校区の改善委員会や保健委員会、PTA、公民館、地域のスポーツクラブなどに対し、肥満や体力運動能力

に関する情報を提供して、学校・家庭・地域が一体となって課題解決に取り組みましょう。
（３）できる限り不要な送迎は控え、徒歩を奨励しましょう。
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喜多方っ子の健やかな成長を！

【男子】

○ 全ての学年で、

全国の肥満率を上回

っている。

○ 小６は全国の肥

満率を８．５ポイン

ト上回っている。

【女子】

○ 小５中１以外、全

ての学年で全国の肥満

率を上回っている。

○ 小４は全国の肥満

率を８．１ポイント上

回っている。


